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管拳協だより
行
い
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
昭
和
妬
年
に
始
圭

で
鮨
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

菅
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

青
少
年
の
犯
罪
と
非
行
の
予
防
及

び
被
害
の
防
止
を
目
的
に
、
菅
中

学
校
と
南
菅
中
学
校
の
生
徒
・
先

生
蝿
名
の
協
力
を
得
て
総
勢
記
名

で
、
両
駅
等
に
お
け
る
社
明
運
動

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

昭
和
沁
年
に
始
ま

等
学
校
１
校
）
の
校
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
一

並
び
に
保
誰
司
及
び
菅
町
会
と
菅

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
泌
名

の
合
計
諏
名
が
参
加
し
て
意
見
交
換

を
行
い
、
児
童
“
生
徒
の
健
全
な
育

成
、
地
域
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
連

携
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
今
後
と
も
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
地
域
が
お
互
い
に
、
密
接
に
連

９
月
妬
日
（
水
）
午
後
４
時
か
ら
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
（
以
下
、
社
明
運
動
と

い
う
）
」
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
稲
田
堤
駅
と

京
王
稲
田
堤
駅
に
て
駅
頭
で
の
啓
発
活
動
を

９
月
型
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
菅
地
区

内
７
校
（
小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校
、
高

等
学
校
１
校
）
の
校
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
哩
名

I■■■■■■■■■■■■

一

一

一

り
今
年

－

漆

＝ 二

〃

ペ
ー
パ
ー
の
配
布
を
行
い
、
社
明
運
動
へ
の
理

解
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
８
月
泌
日
（
土
）
に
は
、
早
朝
よ
り

南
菅
中
学
校
に
て
生
徒
ほ
か
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ
り
学
校
内
の
草
刈
り
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

携
を
取
り
合
い
、
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
確
認
し
て
散
会
し
ま
し
た
。
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長

ミ
ニ
デ
イ
ケ
ア
委
員
会
（
あ
り
の
み
会
）
が
発
足

し
て
今
年
で
二
十
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
菅

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
大
澤
会
長
を
は
じ
め
八
人

の
ご
来
賓
の
も
と
盛
大
に
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
に
亘
り
あ
り
の
み
会
の
運
営
に
ご
尽

力
さ
れ
た
七
人
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。い
つ
も
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
手
作
り
の
料
理

で
昼
食
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
お
祝
い
の
お

弁
当
を
取
り
寄
せ
来
賓
の
方
も
一
緒
に
皆
で
頂
き
ま

し
た
。
昼
食
後
、
ア
ル
プ
ス
フ
ォ
ル
ン
、
カ
ウ
ベ
ル
等
の

演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

現
在
十
六
名
の
利
用
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
四
十
人
程
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
中
に
は
他
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
休
ん
で
も

あ
り
の
み
会
へ
参
加
し
た
い
と
い
う
方
も
お
り
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

第
三
回
「
ミ
ニ
デ
イ
ケ
ア
委
員
会
」

委

員

長

小

嶋

晴

夫

部
お
よ
び
委
員
会
活
動
の
紹
介

ロ
画
麺
》

■

Ⅱ

■

■

且

P

d

一

戸

画

p ｰ〃

一
…
胃一洞



2019年2月1日(平成31年） 2

■ ■

鍾哩 凱司闘僅

ｒ

ｒ

舵
罰
干
繊
綴
恥
錨
躍

日(土)菅小学校体育館にて
のつどい｣を開催しました。

平成so年1量月1
曲
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~直例の｢社会福祉』

〕
、

f琴 ［

５

１

申

一

ヲ
劃

釛稚園児､小学生､車学生から高齢姻溝まで地域の様々な方々に参伽していただき
鋤こもった歌や踊りに惜しみない抽琴と声職昌祁きいた。

多くの皆さん聯まで熱心に鑑賞して<ださり大いに出演著翻励みになりました。
斜”

乳脚
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〆
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菅地区社会福祉協議会
大澤会長の挨拶

菅小学校
踊り

菅っ子ししまい
L

I".爵
呉
驍

醐

すばらしい舞台構成と
力強い獅子の舞

会場校・菅小学校
戸塚校長の挨拶 正面案内看板、 ノ

、〆 〆

菅幼稚園
お遊戯、太鼓

WakeMeUp

祭り

友達の詩（うた）

なごみ保育園
踊り

獅子舞

I
衣装は

｢手作りの会ありんこ」製作
頭(かしら)は職員の労作

個性あふれる衣装
やる気満々の子ども達

_ノL

〆 〆

菅中学校
ダンス

ファッションダンス

菅老人いこいの家
詩吟

名槍日本号

偶成

R画■

i扉7頭皇』& ，

ｵﾘｼﾅﾘﾃｨあふれる衣装で
ｷﾚｯｷﾚのﾀﾝｽ！

男子はいないの？

~

のびやかな声
声量もおみごと!！

ノ~ L

〆

｢書面臺
、

菅提東長生会

蕊鱸合唱

かわいいあの娘

はごろも

村祭り

フラダンス

ワイマナロ

マキーアイラナ

畷劉ブルーとワインレッドの

衣装がステキで
踊りも優雅」

懐かしい歌とﾊｰﾓﾆｶ
いえ!!あの娘はﾎｸのﾓﾉ～”

［k
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〆

南菅小学校
合唱

すてきな友達

エール

心をこめてやさしい

気持ちで
歌いました

絵本読み聞ガ

パフオーマンフ

モチモチの木

心にしみる語り･~ ・ ・

おじいさんと孫のお話
、

西菅小学校2年生

合唱

キラキラキラキラ

合奏

あえてよかった

とびきり元気のいい声で
ステキ，

日本の未来は明るい

龍獣いこい蛎鰯鵬
篠笛演奏

毬と殿様

白虎隊

昔ながらの

篠笛の美しい音色 （ ノ

鱈罷
「 、

はぐるまの会
踊り

きよしのズンドコ節体操

人旧噸ﾌｫｰｸﾀﾝｽ
フォークダンス

リオタンゴ

水色のワルツ

フロアでの体操
次回はステージで

お願いできるかな

カラフルで

すてきなスカート．赤いクツ

リズムに乗った踊り
ノ

~、 〆〃 、

東菅小学校
創作劇

共に生きる

城下屋牛今
舞踊

花は咲く

オリジナルパフォーマンス

演出が楽しい・ ・ ・
ワッショイ！

手作り衣装で
みな若々しい

花になっていた
［ノ ノ

〆 、 戸

1堤南晨牛会
合唱

琵琶湖周航の歌

龍老人いこい臓岳鵬｜
詩吟

氷雪の門

社会福社のつどい
j 催予峰瓜挫令拙な偽故介恥廿償且¥上田法人} 崎＆法人今

Ｌ硬
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咀
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K マー

L 1L■h■ロ一一一一一▲-k■言一

B寺流を得た内容

血の叫び
四島を返してほしい

歌唱を

上品に楽しんでいる ~＝＆

k ノ L

、 〆〆
｣

北浦東濤牛舎
舞踊

華扇

南菅中学校吹奏男郷
吹奏楽

おどるボンボコリン

勇気100％BrassRock

アンコ ルをもらう

最高のパフォーマンス

3月下旬定期演奏会

来てください
（いつも艶やかな踊り

ノ
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＝
多
方
面
よ
り
ご
支
援
を
賜
り
、
不
定
期
な
が
ら

も
福
昌
寺
を
会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
毎
回
百
名
を
超
え
、
そ
の
反
響
の
大

き
さ
に
薙
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
は
主
催
者
に
よ
っ
て
様
々
な
形
が

あ
り
、
当
会
で
は
食
事
の
前
に
お
堂
で
お
焼
香
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
お
寺
と
い
う
場
所
を

活
か
し
、
自
然
と
食
前
食
後
に
手
を
合
わ
せ
、
挨

拶
が
出
来
る
場
所
を
目
指
し
な
が
ら
、
多
世
代
が

寄
り
添
え
る
場
所
作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
今
後
の
継
続
開
催
を
検
討
中
で
す
。

◆
地
域
の
活
動
案
内
（
第
二
回
）
◆

子
ど
も
食
堂
「
す
げ
寺
子
屋
食
堂
福
舅
寺
」

全
国
民
生
委
曼
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
顕
彰

山

田

信

惠

大

根

田

正

義

本

間

悦

雄

大

友

真

寿

美

原

島

護

深

澤

孝

文

川
崎
市
市
長
表
彰

小

池

多

惠

子

川
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

小

嶋

晴

夫

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

上

原

光

男

福
昌
寺
副
住
職
飯
沼
康
祐 ー

〆 可

贈
る
幸
貰
ふ

俳

句

繩

み

ぞ

そ

ば

溝
蕎
麦
は
水
路
の 南

誕
生
日
自
分
に
贈

●●

･レツツ・トライ．
～老人会食委員会から～ 。●

潟モビビンバ丼

琴…
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賛
助
会
員
と
は

多
摩
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
多
摩
区
の
５
つ

の
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
壹
戸
、
菅
、
中
野
島
、

▼
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い
▽

‘；

も
幸
の
ク
リ
ス
マ
ス

菅
老
人
い
こ
い
の
家

指

導

葛

野

良

子

る
冬
の
薔
薇

相

澤

偕

子

か
た
ち
村
絶
ゅ
る

桑

原

稔

小

嶋

國

子
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作り方

①にんじんは長さ4～5センチの細切りにほうれん草は4～5センチに切る
②ボウルに☆を合わせておく
③鍋に湯を沸かし、にんじん→ほうれん草→もやしの順に入れ、
2分弱茄で、 ざるに 上げて水気を切り冷ます

④②のボウルによく絞った③を入れてfIlえる、ナムルのできあがりj
⑤豚ひき肉をフライパンに入れ、色が変わるまで妙める
⑥焼き肉のタレと豆板醤を入れ全体に汁気がなくなるまで妙める

⑦丼にご飯を盛り、ナムル、ひき肉、温泉たまごをのせたら完成！

お好みでキムチを入れて、よくかき混ぜてお召しlがりください1
L J

小

松

君

は

や

ぱ

や

彼
岸
花
長
月
く
れ
ば
早
々
と

い
と
け
な
き
猫
の
仕
草
が
目
に
残
り

思
い
出
す
た
び
憂
き
こ
と
忘
る

佐

伯

患

古
稀
迎
え
天
変
地
異
の
世
の
中
に

）
ソ
」
亡
哩
ア
わ

稲
田
、
生
幽
が
進
め
る
地
域
福
祉
活
動
の
趣

旨
に
ご
賛
同
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
で
す
。
一
口
千

円
の
賛
助
会
費
を
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
地

域
福
祉
活
動
の
支
援
と
推
進
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

短

歌

1

夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
か
に
咲
く

楽
し
み
見
つ
け
今
を
大
事
に

菅
老
人
い
こ
い
の
家

指
導
匂
坂
美
佐
子

梶

ア
勺

浦

紀
子 子子

〆 、

「

リ

ハ

ビ

リ

」

昨
夏
一
カ
月
超
の
入
院
生
活
を

送
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
間
に
落

ち
た
筋
力
回
復
の
た
め
毎
日
リ
ハ
ビ

リ
を
受
け
ま
し
た
。

一
カ
月
も
通
う
と
そ
の
効
果
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
特
に
一
緒
に

受
け
て
い
た
人
達
の
。

自
力
で
立
て
な
か
っ
た
人
が
立
ち
、

介
添
え
が
な
く
て
は
歩
く
こ
と
も

ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
人
が
、
独
り
で

歩
け
る
ほ
ど
回
復
し
て
い
ま
し
た
。

一
週
間
で
は
分
か
ら
な
い
変
化

も
、
｜
力
月
も
居
る
と
見
え
て
き

ま
す
。同
時
に
、
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
の

方
々
の
療
法
技
術
以
外
の
凄
さ
も

良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

患
者
の
多
種
多
様
な
身
体
状
態

に
合
わ
せ
て
施
術
を
し
、
ま
た
そ

の
人
を
支
え
る
体
力
と
気
力
は
相

当
の
も
の
で
す
。

以
前
、
腕
を
骨
折
し
た
時
に
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
あ
ま
り
の
痛
さ
に
耐
え
か
ね

て
途
中
で
止
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
肘
が
十
分
に
伸

び
き
ら
な
い
ま
ま
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
最
後
ま
で
行
い
、
退
院

後
の
今
も
続
け
て
い
ま
す
。河

中

敢

コ
ラ
ム
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